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「
譲
渡
可
能
信
用
状
に
つ
い
て
」
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学
会
消
息
役
員
改
選
（
昭
和
三
五
年
度
）
0
第
一
回
総
会
日
時
昭
和
三
五
年
四
月
七
日
総
会昭
和
三
四
年
度
事
業
報
告
及
会
計
報
告
昭
和
三
五
年
度
活
動
方
針
審
議
決
定
0
松
原
・
杉
原
・
植
野
・
河
野
四
教
授
博
士
号
授
与
祝
賀
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
五
年
五
月
八
日
午
後
一
一
一
時
よ
り
場
所
梅
田
・
北
京
0
第
一
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
五
年
五
月
二
四
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
二
学
舎
第
一
―
10
一
教
室
講
演「
近
畿
経
済
圏
の
形
成
と
展
望
」
日
本
電
信
電
話
公
社
経
営
調
査
室
長
高
橋
達
男
氏
0
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
五
年
六
月
一
日
―
二
時
半
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
電
子
計
算
機
と
経
営
管
理
」
|
E
D
P
M
の
特
徴
と
I
D
P
方
式
に
つ
い
て
ー
ー
助
手
中
辻
卯
一
氏
0
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
五
年
九
月
一
七
日
午
後
一
一
時
よ
り
場
所
第
一
会
議
室
研
究
報
告
「
日
本
の
産
業
構
造
と
比
較
生
産
性
l
「
商
業
教
育
に
お
け
る
人
間
形
成
」
1
社
会
的
責
任
を
中
心
と
し
て
ー
—
教
授
引
続
き
柏
尾
助
教
授
外
遊
歓
送
会
を
開
催
0
第
二
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
五
年
一
0
月―
1
0日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
10四
教
室
講
演「
所
得
倍
増
計
画
と
中
小
企
業
」
大
阪
府
立
商
工
経
済
研
究
所
長
「
分
権
管
理
と
利
益
管
理
」
助
教
授
来
住
哲
二
氏
0
第
二
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
五
年
六
月
二
五
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
於
げ
る
機
関
投
資
家
の
台
頭
に
つ
い
て
」
助
手
松
谷
勉
氏
専
任
諧
師
冨
山
忠
一
二
氏
竹
内
正
巳
氏
吉
信
粛
氏
教
授
山
口
吉
兵
衛
氏
「
生
産
性
測
定
と
価
値
創
造
計
算
」
助
手
0
第
四
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
一
1
一
五
年
二
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
社
会
主
義
貿
易
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
」助
手
杉
本
昭
七
氏
専
任
講
師
0
第
三
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
一
二
五
年
―
一
月
二
四
日
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
10四
教
室
講
演「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
」
本
学
学
長
0
第
四
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
五
年
―
一
月
二
八
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
-0三
教
室
講
演「
日
本
経
済
の
前
途
」東
洋
経
済
新
報
社
関
西
支
社
長
村
山
公
三
氏
0
第
五
回
研
究
報
告
会
及
第
二
回
総
会
日
時
昭
和
三
五
年
―
二
月
ニ
―
日
午
後
一
一
一
時
よ
り
研
究
報
告
「
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
進
展
，
＿
山
上
達
人
氏
矢
口
孝
次
郎
氏
木
田
和
男
氏
総
会商
学
論
集
編
集
に
関
す
る
事
項
の
審
議
第
四
条
第
二
条
第
三
条
第
一
条
四
、
贅
助
会
員
評
議
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
も
の
本
会
は
関
西
大
学
商
学
会
と
称
す
る
。
本
会
は
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
＾
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
一
、
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
発
行
二
、
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催
三
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
事
業
本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
一
、
正
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
2
前
号
以
外
の
関
西
大
学
の
教
育
職
員
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
二
、
学
生
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
学
生
2
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
て
い
る
関
西
大
学
大
学
院
学
生
三
、
普
通
会
員
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
た
関
西
大
学
各
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
よ
っ
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
関
西
大
学
商
学
会
規
則
（
全
文
）
附
則
第
十
四
条
第
十
二
条
第
十
三
条
第
十
一
条
第
十
条
第
九
条
第
八
条
第
七
条
第
六
条
第
五
条
本
会
の
事
務
所
は
関
西
大
学
商
学
部
内
に
お
く
。
本
会
に
評
議
員
を
お
き
、
本
会
の
運
営
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
。
評
議
員
会
は
関
西
大
学
商
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
1
)
本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
一
、
会
長
、
商
学
部
長
を
お
す
二
、
常
任
委
員
、
評
議
員
中
よ
り
若
干
名
を
互
選
す
る
役
員
の
任
期
を
す
べ
て
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
軍
任
を
妨
げ
な
い
。
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
顧
問
は
評
議
員
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。
会
員
は
、
次
の
区
別
に
よ
り
会
費
を
納
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
、
正
会
員
年
額
壱
千
円
二
、
学
生
会
員
年
額
五
百
円
三
、
普
通
会
員
年
額
六
百
円
四
、
賛
助
会
員
年
額
参
千
円
以
上
本
会
の
運
営
は
会
員
の
会
費
及
び
寄
附
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
＿
U
会
員
は
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
配
布
を
受
け
、
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
末
日
に
終
る
。
本
会
則
の
改
正
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。
'
「
商
学
論
集
」
の
発
行
は
当
分
年
六
回
と
す
る
。
「
特
輯
号
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
そ
の
他
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
